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話し合いと共有の方法

実施内容ついて

①話し合いの場（ニーズ把握）
地域マップを使いながら、視覚的に地域の現状や資源などを対話を通して共
有する場。話し合った内容はマップに落とし込みながら、連携の指標を決めて、
進み具合がわかるように進行していく。わからないことや事前把握が必要なと
きは、次回までの宿題としてみんなで調査などを行う。

②勉強会（インプット・リソース把握）
制度や地域資源などの知りたいことについて、ゲスト講師をお呼びしながら
学び合う場。また学んだことを感想を通して共有することによって、理解・知
識度を高めていく。



今後の参加呼びかけについて

対象者
六郷で福祉に関する活動などをしている方で、子どもの課題解決にご関心の
ある方
今後の参加者
参加者の口コミで徐々にメンバーを増やしていく。

地域外の参加
場合によってはゲスト扱いで参加や見学もありとする。

開催頻度等ついて

開催頻度・・・月１回程度
開 催 日・・・毎月第１火曜日の夜６時３０分から
会場・・・・・六郷地域力センター４階会議室

決めておきたいこと



決めておきたいこと

話し合いのルールついて

①誰かを批判する発言や、その課題が誰のせいなのか
追及しないようにしましょう。

②必ず発言をしましょう。
③お互いの活動の違いを理解しましょう。
④この集まりで共有した課題や情報は、地域のために
活用しましょう。



年間スケジュール（案）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

話し合いの場
＜ニーズ把握＞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

勉強会
＜インプット・
リソース把握＞

○ ○ ○ ○



ホームページにてお知らせします！

コチラからホームページに
アクセスしてください。

今後、こちらに

会議の結果など
を掲載していく
予定です。



アイスブレイク

お手もとの紙に「流れ星」の絵を書いてください。

次に「月」の絵を書いてください。

最後に「木」の絵を書いてください。

どんな絵になったか、回りの人と見せ合って
ください。



話し合いの場（ニーズ把握）

子どもが地域でどんな
様子で、どこにいるか

子どもを見てくれる
助けてくれる人・場所
がどこにあるか

①最初 ②次

子どもの実態を地図を使って話し合いましょう



この公園に、よく
小学生が４時ごろ
集まっているよ。

この駄菓子屋に
子どもたちが
よくおやつを

買って食べてるよ

子どもが地域でどんな
様子で、どこにいるか

赤シールを地図に貼って子どもの実態を把握しよう



このお店はとても
協力的で、子どもの
見守りもして
くれるよ

この施設では
○○を対象に

○○な活動をして
いるよ

子どもを見てくれる、助けてくれる
人・場所がどこにあるか

青シールを地図に貼って地域の資源を把握しよう



六郷地域の状況を
視覚的に理解・共有

「どこ」に「どんな」機能
が足りないのかを把握

子どもの実態
地域資源の実態



足りない機能、
手伝ってほしいこと
などを明確化して、
地域に発信！

大田区社会福祉協議会

おおたボランティアセンター
子どもの居場所や学習教室、子ども食堂などの
立ち上げや運営などの支援をします。

協力
します


